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延によって圧着できることおよびその圧延は最初は 3 形以下の圧延率でおこない， つぎに約






には最終的に全圧延率が40%以上になるようにし，かっ6000 C で 4--6 分間の加熱が必要である
ことをも明らかにしている。
第 7 章は以上に説明した諸研究で得た多くの結果を基 lとして設計し，製作した連続アノレミニウ
ム粉末被覆装置の説明およびその装置で鋼板を連続的にアノレミニウム粉末被覆したときの諸結果
についての説明をしている。
最後の第 8 章では前主主で説明した連続アノレミニウム粉末被覆装置で試作した粉末アノレミニウム
被覆鋼板の諸性質を調べ，溶触亜鉛メッキ鋼板と同等以上の耐食性を有することおよび曲加工性
が特に優れていることなどを明らかにし，本研究の結論としている。
論文の審査結果の要旨
本論文は論文内容の要旨に述べたように工学的基礎資料が少ないために実施が困難であった鋼
板の粉末アルミニウム被覆法を確立するために種々の基礎研究を行なって必要な資料を求めたほ
か，それらの資料に基づいて連続被覆装置を試作して粉末アノレミニウムで被覆した鋼帯をつくっ
た。さらに本研究にて試作した粉末アルミニウム被覆鋼帯について諸性質を調べ，溶融メッキ鋼
板と同等以上の耐食性を有することおよび曲げ加工性が特に優れている乙となどを明らかにして
いる。
以上の結果は，冶金学および工業上貢献すると乙ろが大きく，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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